単元名

詩を読む、聞く

実態

高等部2年生の課題別学習における国語の分野

自閉的傾向のある生徒5人の小集団

漢字まじりの文章を読める生徒Ａさん

ひらがな、カタカナの文章を読める生徒ＢさんＣさん

ひらがなの文章を読める生徒Ｄさん

発声の困難な生徒Ｅさん

教材

ＣＤ　NHK「日本語であそぼ」じゅげむ編　ややこしや編
　斉藤　孝監修
ＣＤ　本「しゃべる詩、あそぶ詩、きこえる詩」
【著　　者】波瀬満子編

【出 版 社】冨山房

様子と成果

授業の始めにＣＤと文章を渡し、ＣＤを聞きながら、文章を音読する。

Ａさんは興味のあることは集中し行うが、興味のないことはまったくしないタイプであるが、みんなと一緒に始めたころは文章をよく読んで音読した。その後、文章を見ず、聞いてないようなそぶりをしているが、たまに暗唱する様子が見られたり、ＣＤを途中で止めると、なぜ最後まで聞かないのかと尋ねる場面も見られた。

ＢさんＣさんは文章を見て文章を追いながら、ＣＤと共に音読していた。

Ｄさんは詩の中で好きな詩を見つけ、その詩を聞くことを楽しみに課題別学習にきたり、その詩が流れると、嬉しそうに一緒に音読していた。始めにＣＤを聞くことで、その後の学習の集中力が増し、学習効果を得ることができた。

Ｅさんは字を書くことが好きなので、音読中、詩の中の漢字を書く学習を行った。

